
（
資
料
）廣

瀬
旭
荘
の
著
述

未
紹
介
資
料
に
つ
い
て

＊�

橋

昌

彦

本
稿
は
、
本
誌
第
４８
巻
第
１
号
に
掲
載
し
た
「
廣
瀬
淡
窓
の
著
述
―
新
出
資
料
の
紹
介
―
」
に
続
き
、
廣
瀬
旭
荘
関
連
の
著
述
に
つ
い
て
紹
介
を
試
み

る
も
の
で
あ
る
。
旭
荘
の
全
集
は
い
ま
だ
刊
行
中
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
未
紹
介
の
も
の
を
提
示
し
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
扱
う
資
料
①
〜
③
は
、
現
在
調
査
を
行
っ
て
い
る
古
谷
道
庵
旧
蔵
書
（
下
関
市
烏
山
民
俗
資
料
館
蔵
）
の
一
部
で
あ
る
。

＊
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

福
岡
大
学
人
文
論
叢
第
四
十
八
巻
第
三
号

（１）

九
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一

解
題

①
「
都
講
并
副
監
可
相
心
得
事
抜
抄
」

右
は
「
学
校
制
」
と
合
綴
。
大
本
（
縦
二
四
、
八
糎
×
横
一
七
、
一
糎
）
合
一
冊
。
紙
縒
り
綴
。
本
文
墨
付
二
丁
。
巻
末
識
語
「
天
保
十
二
辛
丑
六
月

九
日
於
大
阪
西
国
橋
辺
僑
居
写
之

古
谷
士
先
」
か
ら
、
大
坂
の
旭
荘
塾
で
古
谷
が
学
ん
で
い
た
際
に
書
写
し
た
も
の
と
わ
か
る
。
古
谷
の
大
坂
行
き
は

天
保
十
年
五
月
。
古
谷
の
日
記
に
自
ら
の
役
職
に
関
す
る
記
述
が
載
る
の
は
天
保
十
二
年
九
月
七
日
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
規
則
が
写
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
�
講
（
塾
長
）
を
務
め
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
出
て
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
旭
荘
が
同
年
六
月
二
十
一
日
か

ら
（
八
月
十
八
日
ま
で
）
日
田
に
帰
省
し
て
お
り
、
そ
の
留
守
を
古
谷
が
預
か
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
塾
の
規
則
に
つ
い
て
は
、

淡
窓
塾
主
時
代
以
外
の
も
の
も
含
め
て
『
淡
窓
全
集
』
中
巻
（
日
田
郡
教
育
会
・
一
九
二
六
年
）
や
中
島
市
三
郎
『
教
聖
廣
瀬
淡
窓
の
研
究
増
補
改
訂
版
』

（
第
一
出
版
協
会
・
一
九
三
九
年
四
版
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
大
坂
の
旭
荘
塾
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
規
則
は
出
て
こ
な
い
。
内
容
は
�
講
に
関
す

る
も
の
だ
け
で
、
副
監
に
関
す
る
記
述
は
な
い
た
め
、
古
谷
が
規
則
か
ら
一
部
を
書
き
抜
い
た
も
の
で
、
ま
さ
し
く
「
抜
抄
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

合
綴
さ
れ
て
い
る
「
学
校
制
」
は
、
大
村
藩
々
校
の
た
め
に
旭
荘
が
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
定
稿
が
『
廣
瀬
旭
荘
全
集
』（
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）
随

筆
篇
（
思
文
閣
出
版
・
一
九
八
二
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
古
谷
本
の
巻
末
識
語
に
は
「
天
保
十
三
壬
寅
六
月
念
八
日
於
南
肥
玖
城
裏
巷
写
之
／
古
谷

柳
村
」
と
あ
り
、
大
村
藩
の
学
校
改
革
の
た
め
、
旭
荘
に
同
行
し
て
い
た
古
谷
が
、
そ
の
草
稿
を
大
村
滞
在
中
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
全
集
』
随
筆
篇
解
説
（
中
野
三
敏
氏
執
筆
）
で
は
、
定
稿
と
広
瀬
先
賢
文
庫
に
残
る
旭
荘
自
筆
草
稿
「
学
校
制
」
と
の
異
同
を
述
べ
て
い
る
が
、
古
谷

本
は
同
書
と
同
じ
特
徴
を
有
し
て
い
る
（
註
１
）。
因
み
に
、
古
谷
は
後
に
定
稿
も
手
に
入
れ
て
お
り
、
旧
蔵
書
中
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
識
語

（２）
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に
は
「
天
保
十
四
年
癸
卯
夏
六
月
十
□
□
□
（
破
れ
）／
江
都
筋
違
御
門
裏
□
□
（
破
れ
）／
之
偶
居

桃
源
園
主
人
／
浅
野
謙
蔵
書
」
と
見
え
る
。
な
お
、

こ
の
年
次
は
旭
荘
江
戸
滞
在
中
に
あ
た
る
。

②
「
古
詩
規
則
」

右
は
「
淡
窓
先
生
語
録
」
等
と
合
綴
。
大
本
（
縦
二
四
、
七
糎
×
横
一
七
、
○
糎
）
合
一
冊
。
本
文
四
丁
。
紙
縒
り
綴
、
共
紙
表
紙
。
表
紙
に
は
「
此

東
景
所
贈
也
」
と
墨
書
。
外
題
「
古
詩
規
則
」、
内
題
「
古
詩
法
」。
末
尾
識
語
と
し
て
「
天
保
七
申
九
月

廣
瀬
旭
荘
述

東
景
写
／
右
ミ
ダ
リ
ニ
他
見

ヲ
ユ
ル
サ
ス
、
ツ
ヽ
シ
ム
ヘ
シ
々
々
」
と
あ
る
。
旭
荘
の
言
を
門
人
東
景
が
聞
き
書
き
し
、
そ
の
本
を
古
谷
が
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。
東

景
は
大
坂
旭
荘
塾
の
門
人
で
、
摂
州
灘
に
あ
る
璧
円
寺
の
僧
侶
（
真
宗
大
谷
派
）。
旭
荘
が
堺
で
開
塾
し
た
の
が
天
保
七
年
七
月
で
あ
る
か
ら
、
開
塾
間

も
な
い
こ
ろ
か
ら
の
塾
生
で
あ
っ
た
（
註
２
）。
同
十
一
年
七
月
の
旭
荘
塾
月
旦
評
で
は
、
こ
の
東
景
が
一
等
で
六
級
下
、
古
谷
は
五
級
下
に
そ
の
名
が

見
え
る
。
そ
の
後
、
東
景
は
客
席
に
移
り
、
古
谷
が
塾
政
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
（
註
３
）。
塾
の
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
渡
っ
た
一
書
で
あ
り
、
旭

荘
の
五
言
・
七
言
古
詩
に
対
す
る
考
え
方
が
う
か
が
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
尚
、
合
綴
さ
れ
て
い
る
「
淡
窓
先
生
語
録
」
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
て

紹
介
済
み
で
あ
る
。

③
「
梅
�
集
・
�
肋
集
」

右
は
半
紙
本
（
縦
二
三
、
五
糎
×
横
一
六
、
二
糎
）
一
冊
。
表
紙
は
水
色
・
無
地
で
後
表
紙
。
外
題
「
梅
�
集
／
�
肋
集

完
」
が
左
肩
に
直
書
さ
れ

て
い
る
。
本
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ア
、
扉
一
丁
（
元
表
紙
、
本
文
共
紙
）、「
�
肋
集

完
」
と
墨
書
。
書
�
肋
集
首
（
序
）
一
丁
。
本
文
二
五
丁
、
詩
数
九
二
首
（
天
保
九
年
〜
同
十
二
年

の
作
）。
淡
窓
・
劉
秋
邨
評
一
丁
。
巻
頭
上
部
欄
外
に
「
朱
者
淡
窓
先
生
批
評
」
と
朱
書
あ
り
。

（３）

廣
瀬
旭
荘
の
著
述
（
�
橋
）
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イ
、
内
題
な
し
。
本
文
八
丁
、
詩
数
二
五
首
（
天
保
十
二
年
の
作
）。（
ア
と
の
間
に
遊
紙
一
丁
が
入
る
）

ウ
、
内
題
な
し
。
本
文
一
一
丁
、
四
一
首
（
天
保
二
年
の
作
）。

エ
、
内
題
「
梅
�
先
生
詩
鈔
」。
本
文
一
九
丁
、
詩
数
七
八
首
（
天
保
五
年
〜
同
六
年
の
作
）。

オ
、
諸
家
評
語
一
丁
（
亀
井
昭
陽
・
菅
茶
山
）。（
末
尾
に
遊
紙
三
丁
）

冊
子
末
尾
の
遊
紙
に
「
天
保
十
亥
己
初
秋
於
大
阪
西
横
堀
廣
瀬
塾
写
之
」
と
識
語
が
あ
り
、
そ
の
下
に
朱
印
「
望
洋
楼
／
主
人
蔵
」
が
捺
し
て
あ
る
。
望

洋
楼
主
人
は
古
谷
の
号
の
一
つ
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
古
谷
の
入
門
は
天
保
十
年
五
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
識
語
は
そ
の
二
ヶ
月
ほ
ど
後
に
な

る
。
ア
・
イ
は
識
語
よ
り
後
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
ウ
以
降
の
全
部
も
し
く
は
一
部
の
書
写
年
次
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
オ
の
最
後
は
途
切
れ

た
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
続
き
の
丁
が
欠
損
し
た
も
の
か
。
そ
れ
と
も
書
写
を
途
中
で
や
め
た
も
の
か
。
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

『
全
集
』
詩
文
篇
（
思
文
閣
出
版
・
二
○
一
○
年
）
で
は
、
刊
本
『
梅
�
詩
鈔
』（
以
下
『
詩
鈔
』
と
略
す
）
を
基
本
資
料
に
し
て
、
広
瀬
先
賢
文
庫
に

残
る
多
く
の
写
本
の
詩
文
集
を
使
い
、
拾
遺
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
入
集
の
詩
文
を
『
全
集
』
と
対
照
さ
せ
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

ア

『
詩
鈔
』
二
編
巻
之
三
…
…
一
二
首

『
詩
鈔
』
三
編
巻
之
一
…
…
五
三
首

『
詩
鈔
』
三
編
巻
之
二
…
…
一
七
首

拾
遺
…
…
一
○
首

計
九
二
首

新
出
…
…
書
�
肋
集
首
、
淡
窓
・
劉
秋
邨
評

イ

『
詩
鈔
』
三
編
巻
之
二
…
…
一
九
首

（４）
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拾
遺
…
…
五
首

新
出
…
…
一
首

計
二
五
首

ウ

『
詩
鈔
』
初
編
巻
之
二
…
…
三
首

『
詩
鈔
』
初
編
巻
之
三
…
…
一
首

『
詩
鈔
』
二
編
巻
之
一
…
…
二
七
首

『
詩
鈔
』
二
編
巻
之
三
…
…
一
首

拾
遺
…
…
一
○
首
（
内
一
首
、
二
編
巻
之
一
「
夜
雨
斎
中
読
書
」
が
重
複
）

計
四
二
首

エ

『
詩
鈔
』
二
編
巻
之
二
…
…
五
六
首

『
詩
鈔
』
二
編
巻
之
三
…
…
一
首

『
詩
鈔
』
三
編
巻
之
三
…
…
一
首

拾
遺
…
…
一
八
首

新
出
…
…
二
首

計
七
八
首

オ

新
出
…
…
諸
家
評
語

も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
『
詩
鈔
』
掲
載
の
詩
文
と
文
字
の
異
同
が
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
新
出
の
詩
文
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

④
書
簡

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
「
高
島
香
広
瀬
求
馬
竹
内
卯
太
郎
書
簡
」（１３

N６５２５

）
中
に
後
欠
の
断
簡
が
一
通
所
収
さ
れ
て
い
る
。
寸
法
縦
一
五
、
九

（５）

廣
瀬
旭
荘
の
著
述
（
�
橋
）

九
六
五



糎
×
横
六
六
、
八
糎
。
内
容
・
筆
跡
か
ら
旭
荘
の
書
簡
と
判
断
し
た
。『
全
集
』
の
書
簡
篇
は
未
刊
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
は
未
調
査
で
あ
ろ
う
と
考
え
、

こ
こ
に
掲
出
す
る
。
同
資
料
は
、
前
稿
で
淡
窓
書
簡
を
紹
介
し
た
際
に
使
用
し
た
山
本
清
太
郎
（
晴
海
）
関
係
の
書
簡
を
一
巻
に
ま
と
め
た
も
の
の
中
に

あ
る
。
書
簡
冒
頭
の
時
候
の
挨
拶
か
ら
正
月
に
書
か
れ
た
も
の
と
わ
か
り
、「
大
昨
年
よ
り
浪
華
に
居
住
、
当
時
呉
服
橋
東
詰
南
入
東
側
に
居
候
」
と
当

時
の
住
居
を
記
し
て
い
る
。「
大
昨
年
」
は
一
昨
年
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
旭
荘
が
堺
か
ら
大
坂
「
船
場
西
横
濠
七
郎
右
衛
門
町
」
へ
と
移
居
し
た
の
は

天
保
九
年
五
月
八
日
、
そ
こ
か
ら
更
に
同
年
十
二
月
四
日
に
は
「
呉
服
橋
東
南
京
町
橋
東
北
笘
屋
巷
」
へ
引
っ
越
し
た
旨
が
載
る
。
合
わ
せ
る
と
、
天
保

十
一
年
正
月
の
書
簡
と
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
補
強
す
る
な
ら
ば
、
天
保
十
年
十
二
月
十
三
日
の
記
事
に
「
山
本
清
太
郎
柬
至
寄
沙
糖
搨
本
」
と
、
書
簡

中
に
あ
る
贈
り
物
と
同
じ
も
の
が
届
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
十
一
年
二
月
七
日
に
山
本
宛
書
簡
を
当
時
大
坂
に
い
た
長
崎
の
人
春

禎
助
に
托
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

旭
荘
の
近
視
は
有
名
で
あ
る
が
、
眼
鏡
な
し
で
は
不
自
由
極
ま
り
な
い
こ
と
が
こ
の
書
簡
か
ら
も
伺
え
る
。
書
簡
中
に
登
場
す
る
人
物
「
老
谷
」
は
、

『
宜
園
百
家
詩
』
初
編
巻
三
に
見
え
る
「
春
老
谷
」
の
こ
と
。
同
書
に
は
「
春
亨
、
字
大
通
、
号
老
谷
、
肥
前
長
崎
人
」
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
松
前
偶

成
」
な
ど
の
詩
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
旭
荘
に
天
保
十
一
年
の
作
と
し
て
「
長
崎
春
老
谷
自
松
前
、
邂
逅
浪
華
」（『
詩
鈔
』
三
編
巻
之
一
）
が
あ
り
、
こ

の
時
、
松
前
か
ら
の
帰
路
に
大
坂
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
、
老
谷
の
通
称
が
禎
助
で
あ
っ
た
（
註
４
）。
ま
た
「
梁
平
」
は
太
田
梁
平
で

周
防
の
人
。
咸
宜
園
や
長
崎
で
高
島
秋
帆
（
書
簡
中
に
も
登
場
）
に
学
び
、
後
に
山
口
藩
老
毛
利
氏
の
儒
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。「
柘
東
洋
」
は
、
柘

植
氏
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
来
坂
し
、
旭
荘
塾
に
出
入
り
し
た
後
、
長
崎
に
帰
郷
し
た
人
物
で
当
て
は
ま
る
の
は
、
柘
植
春
田
だ
け
で
あ
る
。『
宜

園
百
家
詩
』
初
編
巻
五
に
は
「
柘
植
泰
、
号
春
田
、
肥
前
長
崎
人
」
と
紹
介
さ
れ
、
旭
荘
天
保
十
年
の
作
に
「
送
柘
春
田
帰
長
崎
」（『
全
集
』
詩
文
篇

拾
遺
）
が
残
る
。
天
保
九
年
五
月
二
十
三
日
に
「
長
崎
人
柘
植
栄
之
助
至
」
と
登
場
、
塾
で
の
立
場
は
客
席
で
あ
っ
た
こ
と
が
同
年
十
月
二
日
に
出
て
く

（６）
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る
。
翌
十
年
一
月
三
日
に
春
田
の
割
注
と
し
て
「
旧
称
柘
植
永
之
助
」（
栄
と
永
は
混
同
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
）
と
載
り
、
同
年
四
月
十
五
日
に
は
帰

郷
の
挨
拶
に
訪
れ
て
い
る
。
山
本
清
太
郎
周
辺
で
柘
植
姓
の
人
物
と
言
え
ば
、
近
藤
光
輔
『
夜
雨
菴
集
』
を
編
集
し
、
同
書
に
載
る
山
本
の
跋
文
の
書
者

で
も
あ
る
柘
植
景
春
が
思
い
浮
か
ぶ
の
だ
が
、
果
た
し
て
同
一
人
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
翻
字
す
る
に
あ
た
り
、
句
読
点
は
執
筆
者
が
付
し
た
が
、
濁
点
等
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
原
則
、
旧
字
体
は
通
行
体
に
改
め
た
が
、
一
部
の

固
有
名
詞
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

註
１

草
稿
と
定
稿
の
大
き
な
違
い
は
、
定
稿
の
第
七
項
「
紙
榜
ノ
図
」
が
草
稿
に
は
な
く
、
巻
末
の
「
総
論
」
が
草
稿
で
は
「
主
意
」
と
な
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。

２

旭
荘
の
日
録
「
日
間
瑣
事
備
忘
」（『
全
集
』
日
記
篇
一
、
思
文
閣
出
版
・
一
九
八
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
東
景
の
入
門
は
天
保
七
年
七
月
晦
日
で
、

そ
の
後
は
帰
郷
と
入
塾
を
繰
り
返
し
て
い
る
（
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
日
時
を
判
断
す
る
た
め
に
使
用
し
た
記
事
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
）。
ま

た
、
そ
の
詩
が
『
宜
園
百
家
詩
』
初
編
（
天
保
十
二
年
刊
）
巻
五
に
入
集
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
名
は
慈
猛
・
字
は
環
璧
。

３

溝
田
直
己
「
古
谷
道
庵
と
大
坂
咸
宜
園
関
係
史
料
に
つ
い
て
」（『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
５
、
日
田
市
教
育
委
員
会
・
二
〇

一
六
年
）
に
、
当
時
の
序
席
が
詳
し
く
載
る
。

４

『
長
崎
県
人
物
伝
』（
長
崎
県
教
育
会
・
一
九
一
九
年
）
に
よ
る
。
同
書
に
は
、
春
禎
助
の
情
報
と
し
て
、
長
崎
会
所
吟
味
役
春
孫
次
郎
の
養

子
で
そ
の
職
を
継
い
だ
こ
と
、
書
法
を
研
究
し
て
奥
を
極
め
教
授
し
た
こ
と
、
高
島
秋
帆
の
獄
に
連
座
し
た
こ
と
、
没
し
た
の
が
安
政
五
年
十
二
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月
晦
日
、
享
年
五
十
二
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二

本
文

①
都
講
并
副
監
可
相
心
得
事
抜
抄

一

塾
中
和
合
致
候
様
、
第
一
之
儀
候
。
都
講
不
成
候
得
者
、
諸
人
互
に
意
趣
を
詰
、
合
従
連
衡
を
務
、
諸
塾
割
拠
に
及
候
。
少
に
て
も
都
講
に
私
有
れ

は
、
如
此
成
行
候
。
無
党
無
偏
、
蕩
々
平
々
た
る
事
、
心
得
の
第
一
に
候
。

一

法
は
厳
に
し
て
不
煩
を
善
と
す
。
厳
な
れ
は
難
犯
不
煩
易
従
。
法
は
一
定
な
れ
共
、
法
を
行
人
に
巧
拙
あ
り
て
、
厳
も
厳
に
不
成
、
不
煩
も
却
て
煩

に
成
候
。
其
意
味
は
、
言
語
筆
端
に
は
難
尽
候
。

一

罰
を
設
候
趣
意
は
、
不
罰
而
懼
に
有
之
候
。
幾
度
も
法
を
犯
、
幾
度
も
被
罰
様
に
成
候
て
は
、
罰
も
何
の
益
も
無
之
候
。
固
よ
り
厳
刑
を
行
に
は
無

之
、
只
彼
方
に
恥
い
ら
せ
候
迄
に
候
。
夫
を
不
恥
様
に
相
成
て
は
、
手
に
及
不
申
候
。
是
全
執
法
の
心
得
に
よ
り
候
事
。

一

同
輩
意
趣
を
詰
候
儀
、
多
く
席
序
の
争
に
起
り
、
余
月
旦
并
に
試
案
の
類
を
設
候
趣
意
は
、
射
の
不
怨
勝
己
者
、
反
求
諸
己
の
儀
に
本
き
候
。
故
に

席
序
の
高
下
を
論
る
は
善
し
、
同
輩
と
前
後
を
争
は
悪
し
。
余
従
来
諸
生
を
戒
励
す
る
に
苟
且
に
も
、
何
某
に
負
る
は
恥
な
り
抔
申
事
、
一
句
も
不
申

候
。
然
し
、
俗
人
は
其
考
無
之
に
付
、
子
弟
に
も
其
意
味
を
以
戒
め
候
。
是
は
人
に
嫉
妬
を
教
る
の
道
理
に
候
。
何
十
人
に
席
を
被
越
候
て
も
、
己
か

席
進
候
得
は
不
苦
、
一
人
に
不
被
越
と
も
、
己
か
席
不
進
は
恥
な
り
と
申
決
、
一
統
相
心
得
候
様
、
可
被
申
諭
事
。

（８）
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②

古
詩
法

一

五
古
ヲ
作
ラ
ン
ト
欲
ハ
、
先
十
二
句
十
六
句
ノ
短
キ
処
ヨ
リ
入
ヘ
シ
。
韻
ハ
、
通
韻
ハ
ヨ
シ
。
漫
ニ
韻
ヲ
切
カ
ユ
ヘ
カ
ラ
ス
。

一

十
二
句
十
六
句
ノ
中
、
或
ハ
前
二
句
情
ヲ
以
オ
コ
シ
、
三
四
五
六
七
八
、
対
句
ヲ
以
テ
景
ヲ
述
ヘ
、
九
十
十
一
十
二
、
対
ヲ
取
ス
シ
テ
、
情
ヲ
叙
ル

コ
ト
モ
ア
リ
。
或
ハ
前
四
句
景
ニ
シ
テ
、
中
四
句
情
ニ
シ
、
終
四
句
、
二
句
ハ
景
ニ
シ
、
二
句
ハ
情
ニ
シ
テ
結
フ
コ
ト
モ
ア
リ
。
其
体
キ
ハ
メ
テ
広
シ
。

臨
機
応
変
ニ
活
用
ス
ヘ
シ
。
何
レ
十
二
句
ノ
中
、
四
句
位
対
句
ナ
ク
テ
ハ
全
篇
タ
ル
ム
コ
ト
ア
リ
。
其
対
句
、
多
ク
ハ
平
仄
ヲ
合
ス
ル
ナ
リ
。

一

五
古
ハ
、
陶
淵
明
・
王
孟
韋
柳
・
李
太
白
・
白
楽
天
・
陸
放
翁
ヨ
リ
入
ヘ
シ
。
其
集
ノ
十
二
句
十
六
句
位
ノ
処
、
数
百
篇
ヲ
熟
読
シ
テ
、
ソ
ノ
景
ヲ

写
シ
情
ヲ
述
ル
処
ノ
趣
向
ノ
立
様
ト
、
言
語
ノ
遣
ヒ
様
ト
ヲ
、
篤
ト
熟
覧
ス
ヘ
シ
。
五
古
ハ
、
体
広
キ
モ
ノ
ナ
レ
ド
平
淡
ニ
シ
テ
、
風
趣
ア
ル
カ
正
宗

也
。
言
ノ
遣
ヒ
様
ヨ
ク
�
�
心
ヲ
付
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
只
平
仄
サ
ヘ
無
レ
ハ
、
古
詩
ト
思
ハ
間
違
ナ
リ
。
今
体
ハ
今
体
ノ
口
気
ア
リ
。
古
体
ハ
古
体
ノ

口
気
ア
リ
。
相
混
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
謝
霊
運
・
杜
子
美
・
韓
退
之
・
東
坡
・
山
谷
ナ
ド
、
雄
奇
豪
放
ノ
体
ハ
、
初
心
ノ
学
ヒ
ウ
ル
処
ニ
ア
ラ
ス
。
故
ニ
急

務
ニ
ア
ラ
ス
。
先
ツ
ト
メ
テ
平
淡
ノ
処
ヨ
リ
手
ヲ
下
ス
ヘ
シ
。
平
淡
ニ
シ
テ
二
十
句
三
十
句
ノ
長
篇
ヲ
作
ル
ハ
、
冗
長
ニ
シ
テ
味
ナ
シ
。
乃
至
十
句
位

迄
ノ
処
カ
、
初
心
ノ
宜
ナ
リ
。
必
長
篇
ヲ
造
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。

一

七
古
ハ
、
大
体
四
句
ニ
テ
韻
ヲ
カ
ヘ
、
平
仄
一
度
ゴ
シ
ニ
用
ル
ハ
正
格
ナ
リ
。
四
句
ニ
テ
韻
ヲ
カ
ユ
ル
ハ
、
四
句
テ
一
解
ト
シ
、
韻
ヲ
カ
ユ
ル
前
ノ

句
ニ
対
句
ヲ
取
ル
カ
定
法
ナ
リ
。
王
維
カ
、
九
江
楓
樹
幾
回
青
、
一
片
揚
州
〔
頭
欄
書
入：

愚
按
州
恐
舟
誤
字
〕
五
湖
白
等
ノ
造
リ
様
是
也
。
清
朝
ノ

人
此
体
尤
多
シ
。
コ
レ
初
心
ノ
宜
処
ナ
リ
。
大
体
七
言
律
二
ツ
合
セ
、
三
ツ
合
セ
タ
ル
位
ノ
長
サ
ヨ
シ
。
韻
ノ
ツ
カ
ヒ
方
ハ
、
古
詩
韻
範
ヨ
キ
説
ア
リ
。

従
フ
ヘ
シ
。
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一

七
古
ハ
、
対
句
无
レ
ハ
、
ナ
ヲ
サ
ラ
ダ
ル
ム
ナ
リ
。
対
句
ハ
五
古
ヨ
リ
モ
、
尚
厳
重
ニ
平
仄
ヲ
合
ス
ヘ
シ
。

一

七
古
ハ
、
平
淡
ナ
ル
ハ
ア
シ
。
豪
放
奇
健
ナ
ル
ヲ
正
格
ト
ス
。
杜
子
美
・
韓
退
之
・
東
坡
ノ
詩
ヲ
熟
読
シ
、
筆
力
ヲ
ツ
ヨ
ク
ス
ヘ
シ
。
七
古
ハ
、
情

景
参
差
ト
シ
テ
、
変
化
ハ
カ
レ
サ
ル
カ
ヨ
シ
。
杓
子
定
木
ア
ヤ
ブ
ミ
テ
造
リ
タ
ル
ハ
ミ
ニ
ク
シ
。

一

七
古
ハ
、
ナ
ル
丈
題
ヲ
マ
フ
ケ
テ
造
ル
ヘ
シ
。
題
ト
詩
ト
フ
ツ
リ
合
ナ
ル
ハ
悪
シ
。
蘭
ノ
詩
ヲ
七
古
ニ
テ
ツ
ク
リ
シ
ヲ
、
随
園
笑
フ
コ
ト
ア
リ
。
シ

ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。

一

七
古
、
一
韻
到
底
亦
ヨ
シ
。
東
坡
・
石
鼓
ノ
詩
ノ
如
キ
是
也
。
尚
更
、
対
句
ヲ
用
ヒ
ザ
レ
ハ
冗
長
ナ
リ
易
キ
也
。

一

今
体
ハ
、
日
本
人
ノ
詩
モ
熟
覧
シ
テ
益
ニ
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
。
古
体
ハ
唐
宋
ノ
人
ニ
ア
ラ
ズ
ン
ハ
ヨ
ム
ベ
カ
ラ
ス
。
清
人
ノ
詩
、
趣
向
ハ
益
ニ
ナ
ル
コ

ト
ア
レ
ド
、
ソ
ノ
言
ハ
大
体
文
ニ
韻
踏
タ
ル
様
ニ
テ
、
修
ラ
サ
ル
処
多
シ
。
ス
ヘ
テ
学
ヘ
カ
ラ
ズ
。

③

書
�
肋
集
首

自
余
寓
浪
華
四
年
矣
。
夙
夜
於
講
説
応
対
、
所
作
之
詩
、
大
率
副
急
、
不
遑
苦
思
。
故
戊
戌
後
詩
千
有
余
首
、
而
無
足
観
者
、
不
復
輯
録
成
巻
。
辛
丑
季

夏
時
西
帰
、
恐
郷
里
故
友
怪
余
営
々
衣
食
未
嘗
吟
哦
也
。
強
就
無
足
観
物
之
中
、
抄
彼
善
於
此
者
百
七
十
余
首
。
名
曰
�
肋
集
。
今
嘗
謂
得
、
百
日
間
而

賦
百
首
詩
、
一
生
之
願
足
矣
。
嗚
呼
、
悠
々
人
生
、
百
日
之
間
可
輙
得
乎
哉
。
天
保
十
二
年
六
月
旭
荘
幽
人
謙
識
。

（１０）
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（
廣
瀬
淡
窓
評
）

淡
窓
先
生
復
書
曰
、
近
属
眼
疾
、
不
能
細
閲
、
唯
加
批
圏
、
不
暇
評
語
、
諸
篇
大
抵
副
急
之
作
、
若
自
序
所
称
、
然
不
見
粗
率
処
、
蓋
其
筆
力
稍
至
老
練
、

作
者
亦
不
自
覚
耳
、
細
読
入
稿
、
摘
其
疵
瑕
、
非
我
所
長
、
謀
之
外
人
可
也
、
但
編
全
集
、
去
取
極
難
、
要
在
布
置
得
宜
、
使
読
者
不
倦
也
、
此
等
之
事
、

或
有
愚
案
、
請
編
成
之
後
、
更
加
一
読
。
淡
窓

（
劉
秋
邨
評
）

先
生
之
作
、
以
七
古
為
第
一
、
盛
大
豪
壮
、
怪
奇
変
幻
、
材
力
�
備
、
毫
無
遺
憾
、
五
古
次
之
、
唯
恨
乏
間
淡
之
旨
、
若
與
與
七
古
換
體
異
趣
、
可
謂
�

尽
其
善
也
、
七
絶
自
謂
非
所
長
、
然
間
有
中
晩
之
遺
響
、
而
脱
今
人
繊
巧
之
陋
、
可
貴
也
、
如
其
縦
横
自
放
者
、
即
七
古
之
余
力
、
雖
非
正
格
、
非
先
生

不
能
也
、
七
律
大
家
而
名
家
、
有
合
作
有
名
句
、
独
円
熟
流
衍
之
作
、
僕
私
心
所
不
好
、
不
敢
論
也
、
五
律
多
佳
作
、
似
不
用
力
経
思
、
是
其
佳
処
要
之
、

先
生
大
東
之
趙
翼
也
、
而
翼
也
、
索
隠
行
怪
、
務
在
于
驚
人
目
解
人
頤
、
至
浩
々
之
気
、
堂
々
之
陳
、
翼
或
避
三
舎
。
劉
�
僣
評

（
新
出
）

イ
（
天
保
十
二
年
）

十
月
望
頼
采
真
招
飲

夫
与
忍
寒
遊
水
涯
、
不
如
堂
上
坐
伝
杯
、
憑
将
酒
緑
灯
紅
処
、
圧
倒
山
高
月
小
来
、
何
用
夢
逢
孤
�
至
、
唯
須
談
到
曙
鶏
催
、
年
々
此
会
無
佳
句
、
停
筆

幾
回
歎
菲
才
、
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エ
（
天
保
六
年
）

雨
後
月
夜
野
歩

雨
歇
山
腰
尚
有
雲
、
屐
痕
盛
月
乱
光
分
〔
淡
云
、
承
句
恐
、
過
乎
奇
〕、
一
林
湿
葉
風
吹
下
、
粘
着
人
衣
総
不
聞
、

秋
晩
即
事

忽
然
飛
雨
歇
、
雲
折
見
天
倪
、
一
片
斜
陽
在
、
玲
瓏
橘
柚
西
、

オ

諸
家
評
語

少
年
奇
才
�
超
、
所
聞
家
先
生
其
楽
矣
、
子
勉
哉
才
豈
可
怙
、
�
題

亀
井
昭
陽
。

其
文
其
詩
、
可
驚
也
、
可
賞
也
、
可
妬
也
、
咄
咄
三
可
、
弥
尊
世
上
、
唯
可
妬
者
稀
矣
、
謂
我
不
信
有
如
徠
翁
、
前
人
。

吉
甫
之
詩
、
非
余
所
敢
批
評
、
再
三
辞
不
可
、
遂
迫
以
家
先
生
之
命
、
乃
不
得
已
加
朱
返
之
、
亦
唯
余
所
自
怡
悦
是
批
圏
耳
、
断
在
家
先
生
、
前
人
。

大
樹
雨
葉
已
将
蔽
牛
、
他
日
于
宵
志
豈
不
酬
、
晋
帥
拝
批

菅
茶
山
。

妙
齢
少
年
、
彫
�
如
此
、
其
工
後
来
之
成
、
其
可
量
乎
、
文
政
甲
申
八
月
晋
帥
批

前
人
。

立
意
高
峭
、
措
辞
穏
秀
、
何
待
他
人
指
揮
、
前
人
。

詩
尚
奇
、
又
尚
穏
、
不
奇
則
俗
、
不
穏
則
晦
、
然
奇
之
弊
也
僻
、
穏
之
弊
也
凡
、
能
兼
奇
穏
而
無
二
弊
者
、
余
未
多
観
也
、
今
閲
茲
巻
、
奇
気
奇
趣
奇
語

奇
体
、
簇
々
四
出
、
縦
横
無
敵
、
余
奇
々
之
甚
者
必
不
免
晦
僻
、
徐
閲
之
則
穏
帖
無
失
、
盖
其
穏
者
得
之
、
於
其
家
訓
及
茶
山
翁
之
衣
鉢
、
而
其
奇
者
多

（
後
欠
）

（１２）
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④

新
禧
目
出
度
申
納
候
。
余
寒
未
退
、
益
御
多
福
奉
賀
候
。
弟
無
異
、
乍
憚
御
省
慮
可
被
下
候
。
然
者
、
不
存
寄
氷
糖
摺
本
被
懸
高
意
、
御
恵
投
被
下
、
幾

久
難
有
奉
感
謝
候
。
近
年
一
向
御
左
右
不
承
、
御
眼
疾
如
何
と
懸
念
仕
候
処
、
漸
々
御
快
由
先
以
大
慶
之
至
候
。
乍
此
上
御
保
養
専
一
奉
存
候
。
弟
眼
疾

も
極
て
悪
も
無
之
候
得
共
、
益
近
相
成
、
此
節
に
到
り
て
は
、
座
中
歩
行
も
脱
鏡
候
て
は
六
ヶ
敷
位
、
悉
以
不
自
由
困
入
候
。
大
昨
年
よ
り
浪
華
に
居
住
、

当
時
呉
服
橋
東
詰
南
入
東
側
に
居
候
。
界
に
居
候
時
よ
り
は
頗
昌
に
御
座
候
得
共
、
碌
々
無
成
事
奉
愧
入
候
。
老
谷
来
、
御
地
之
近
時
承
り
慰
渇
想
候
。

三
五
日
一
度
宛
、
面
会
読
必
及
御
地
諸
君
候
。
梁
平
も
近
日
来
り
、
此
辺
に
開
業
之
筈
候
。
雲
�
将
来
様
に
承
り
候
得
共
、
未
来
候
。
御
地
秋
帆
香
谷
二

君
其
外
諸
君
、
久
々
御
左
右
不
承
、
御
序
宜
御
致
意
可
被
下
候
。
昨
年
は
柘
東
洋
子
来
坂
厚
交
候
得
共
、
其
後
絶
而
音
信
無
之
、
当
時
如
何
候
状
に
而
被

居
候
哉
。
是
亦
御
相
見
候
節
、
宜
御
伝
言
可
被
下
候
。
同
人
は
小
生
に
不
限
、
此
地
に
親
友
数
人
御
座
候
。
皆
渇
懐
不
一
方
候
間
、
時
々
御
音
問
有
之
度

相
待
候
と
御
致
意
可
被
下
候
。
先
日
（
後
欠
）

付

記

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
蔵
書
の
閲
覧
・
撮
影
を
許
可
さ
れ
た
所
蔵
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
受
託
研
究
（
日
田
市
）「
廣
瀬
淡
窓
に
関
わ
る
史
料
の
所
在
調
査
及
び
確
認
調
査
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（１３）

廣
瀬
旭
荘
の
著
述
（
�
橋
）
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